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研究成果の概要（和文）：　国際比較の観点から、公衆衛生・医学研究に関する日本の医療政策の形成過程の特徴を明
らかにするため、医学専門雑誌、審議会の議事録や裁判記録等の資料分析を中心に調査し、その成果を論文・口頭で発
表した。また各年度、医学・医療行政の専門家に対してインタビュー形式の調査を実施した。調査を通じて積極的な意
見交換を行いながら、日本の医療行政の仕組みやワクチン・インフルエンザ等の政策の歴史の把握、最新情報の収集に
努めた。

研究成果の概要（英文）： From the viewpoint of the international comparison, the analysis of materials suc
h as medical journals, minutes of advisory councils, and trial records was mainly investigated to clarify 
the feature of the formation process of medical policy in Japan concerning public health and medical resea
rch. Some of the results were announced by the research paper and oral presentation.
 Moreover, in each fiscal year, we interviewed the experts of medicine and medical administration. While e
xchanging opinions positively, we made efforts to conceive the mechanism of the medical administration in 
Japan and to understand the history of the policies about vaccine and influenza and to collect the latest 
information.
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１．研究開始当初の背景 
従来の医療政策学の研究の多くは医療保

険、医療供給体制等の医療経済学的分析であ
った。しかし 20 世紀後半以降の生命科学・
医学研究の飛躍的発展や国際的な感染症対
策に対する関心の高まりから、医療政策の中
でも医学研究や公衆衛生に関する政策の是
非について分析する重要性が増大してきて
いる。 
こうした動向を鑑み、本研究は医学研究、

公衆衛生に関する医療政策の国際比較分析
を試み、医療政策学における新しい研究領域
の展開を企図するものである。 
 
２．研究の目的 
インフルエンザ、サリドマイド、スモン、

ハンセン病、ワクチンといった裁判紛争等の
深刻な社会問題となり、現在も原因究明や被
害救済が重要課題となっている「医療リスク
管理政策」を対象とし、国際比較の手法に基
づいて、日本の医療政策の決定プロセスの特
徴を考察する。 

 
３．研究の方法 
 日本の医療政策の形成過程の特徴を分析
するために、オーラルヒストリー調査と文献
資料調査の二つの方法を軸に研究を展開す
る。 
 前者のオーラルヒストリー調査について
は、医療行政の専門家、医学者を主な対象者
として実施していく。 
 後者の文献調査については、他国の医療政
策の一次資料の収集に焦点を当てながら、医
学論文等の医学文献も対象とし進める。 
 
４．研究成果 
初年度の 2011 年度は、本研究プロジェク

トの基盤作りを主な目標とした。具体的には
医療リスク管理政策に関する文献資料を調
査して基本文献リストを作成し、研究会を数
回開催した。 
まず 2011年 6月 17日に第一回会合を開き、

研究計画について話し合った。第二回の研究
会は「ハンセン病政策」をテーマとして 7 月
29 日に開催し、研究分担者の森が発表を行な
った。続く 10 月 22 日には「スモン政策」を
テーマとし、研究分担者の金森が講演を担当
した。さらに 2012 年 3 月 17 日には「ワクチ
ン政策」をテーマに設定し、研究分担者の石
井、森を中心とする勉強会を行なった。各テ
ーマの基本的な知識を確認し、重要な調査ポ
イントについてお互いに話し合った。 
続く 2012 年度は研究プロジェクトを本格

的に展開するため、国内の関係者のオーラル
ヒストリー調査、国外の医学論文・医療政策
の文献調査を軸に研究を推進した。 
オーラルヒストリー調査は、まずワクチン

をテーマに、2012 年 7 月 15 日に岡部信彦氏
（川崎市衛生研究所）、続いて 2013 年 2 月 9
日には手塚洋輔氏（京都女子大学）を招いて

お話をお伺いした。さらにサリドマイドをテ
ーマとして、2012 年 10 月 28 日に小児科医
の木田盈四郎氏に調査を依頼し、多くのご教
示をいただいた。その後、同年 12 月 16 日に
は、日本の医療行政をテーマに北川定謙氏
（日本公衆衛生協会）をお迎えし、議論を行
った。各分野の専門家から、日本ならびに他
国の政策過程について文献資料では得るこ
とのできない重要な知見を得ることができ
た。 
国外の医学論文・医療政策に関する文献収

集についても、サリドマイド（花岡）、ハン
セン病（石井・森・高野）、ワクチン（田中）
と各担当者が作業を進め、重要な資料を得る
ことができた。 
最終年度の 2013 年度は、前年度の研究を

踏まえ、重要対象者に対するオーラルヒスト
リー調査を実施することとした。そのため
2013 年 7 月 21 日に日本公衆衛生協会の北川
定謙氏を再度お招きした。議論を通して、日
本の医療政策の形成過程の特徴に関して、理
解を深めることができた。また 2012 年度に
研究班内に発足させたワーキンググループ
の研究成果に基づき、2013 年 10 月にアメリ
カ・サンディエゴで開催された the 2013 
Meeting of the Society for Social Studies of 
Science ならびに、11 月に東京工業大学で開
催された第 12 回の科学技術社会論学会年次
研究大会にて発表を実施した。その中で医療
政策を専門とする国内外の研究者と交流し、
情報交換を行った。 
さらに特任研究員の田中を中心に、研究の

仕上げのため、各研究分担者・研究協力者間
の情報交流・調整に努めた。 
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